
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
調
査
プ
ロ
ジ
ェク
ト
課
題
別
レ
ポ
ー
ト

傷
つ
く窓
⼝
―
児
童
扶
養
⼿
当
の
現
況
届
の
実
態
と改
善
要
望2021.7.5

児
童
扶
養
⼿
当

現
況
届
⼿
続
き
窓
⼝

（
順
に
お
並
び
くだ
さい
）



2

調
査
概
要

「新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
就
労
・⽣
活
調
査
」

初
回

調
査

（
有

効
回

答
者

数
︓

1814⼈
（

確
報

）
、2020年

7⽉
）

ü
シ
ン
グ
ル
マザ
ー
調
査
プロジ

ェクトは
、シ
ン
グ
ル
マザ
ー
当
事
者
団
体
・⽀
援
者
団
体
の
メー
ル
マガ
ジ
ンを
登
録
して
い
る
会
員
シ
ン
グ
ル
マザ
ー
を対

象
に
、2020年

7⽉
に
W
EB調

査
を
⾏
い
、約
1800⼈

の
有
効
回
答
をも
とに
、2020年

8⽉
28⽇

に
速
報
リポ
ー
ト、10⽉

20⽇
に
集
計
表

（
確
報
）
を発
表
しました

。
パ

ネ
ル

調
査

（
対

象
者

数
︓

539⼈
、2020年

8⽉
〜

2021年
7⽉

）
ü
その
後
、7⽉

調
査
の
回
答
者
で
「1年

間
の
毎
⽉
パ
ネ
ル
調
査
に
協
⼒
して
も
良
い
」と申

し出
て
くれ
た
⽅
の
うち
、①
⺟
⼦
の
み
で
暮
らして

い
る
、

②
公
的
年
⾦
（
遺
族
年
⾦
・障
害
年
⾦
・⽼
齢
年
⾦
）
を受
け
て
い
な
い
、②
⽣
活
保
護
を受
け
て
い
な
い
、④
児
童
扶
養
⼿
当
を
受
け
て
い
る
、

とい
う⽅
（
7⽉
調
査
現
在
）
を対
象
に
、毎
⽉
パ
ネ
ル
調
査
を⾏
って
い
ます
。

ü
新
型
コロナ

ウイル
ス
の
感
染
状
況
の
違
い
や
⾃
治
体
独
⾃
の
⽀
援
策
を踏
まえ
て
、「東

京
」在
住
者
と「東

京
以
外
」在
住
者
を同
程
度
に
選
定

し（
東
京
252⼈

、東
京
以
外
287⼈

）
、毎
⽉
、同
じ⽅
に
、調
査
依
頼
をして

い
ます
。

※
W
EBフォー

ム
で
作
成
した
調
査
の
回
答
をメー

ル
で
依
頼
、
W
EBフォー

ム
で
回
答

シ
ン

グ
ル

マ
ザ

ー
調

査
プ

ロ
ジ

ェク
トとは

シ
ングル

マザ
ー
調
査
プロジ

ェクトは
、コロナ

禍
に
よって

ひ
とり親

世
帯
が
困
窮
す
る現
状
に
問
題
意
識
を持
った
、ひ
とり親

⽀
援
団
体
、ジ
ェンダー

政
策
の
専
⾨
家
、研

究
者
らに
よって

発
⾜
しました

。脆
弱
な
状
況
に
あ
るひ
とり親

が
、⼦
どもを育

て
な
が
ら⼗
分
な
給
与
を得
られ
る安
定
した
仕
事
に
就
き、⼦

どもの
学
び
や
教
育
へ
の
アク

セ
スを保

障
で
きるよう、緊

急
⽀
援
に
加
え
た
恒
常
的
な
⽀
援
の
拡
充
お
よび
政
策
を実
現
す
るた
め
に
、コロナ

危
機
が
ひ
とり親

に
及
ぼ
す
影
響
を⽰
す
デ
ー
タ収
集
をして

い
ます
。



児
童
扶
養
⼿
当
の
よ
りよ
い
制
度
運
⽤
に
向
け
て

3

児
童
扶
養
⼿
当
は
低
所
得
ひ
とり親

世
帯
の
暮
らしを⽀

え
る
「命
綱
」で
す
。で
す
が
⼿
当
の
受
給
申
請
や
継
続
受
給
の
⼿
続
きに
お
い
て
精
神
的
な
苦
痛
を
経
験
し、

⾏
政
へ
の
信
頼
を失
い
、孤
⽴
化
す
る
ひ
とり親

も
少
な
くあ
りま
せ
ん
。本
リポ
ー
トは
、2020年

8⽉
に
各
⾃
治
体
で
⾏
わ
れ
た
継
続
受
給
の
⼿
続
き
を中
⼼
に
、どの

よ
う

な
経
験
を
した
か
を明
⽰
化
す
る
ことで

、今
後
の
運
⽤
改
善
や
制
度
改
善
の
⼀
助
とな
る
情
報
を提
供
す
る
ことを⽬

的
として

い
ま
す
。

【⽬
次
】

０
．
児
童
扶
養
⼿
当
の
継
続
受
給
の
フロ
ー
︓
各
⼿
続
き
で
⽣
じうる

課
題

１
．
児
童
扶
養
⼿
当
現
況
届
の
窓
⼝
対
応
を
取
り巻
くさ
ま
ざ
ま
な
課
題

（
１
）
提
出
⽅
法
－
⾃
治
体
窓
⼝
へ
の
持
参
か
郵
送
か

（
２
）
現
況
届
の
添
付
書
類
に
つ
い
て

（
３
）
現
況
届
の
⼿
続
き
で
改
善
して
ほ
しい
こと︓

書
類
関
係

（
４
）
現
況
届
の
⼿
続
き
で
改
善
して
ほ
しい
こと︓

⼦
ども
の
⽗
親
か
らの
養
育
費
に
関
す
る
質
問

（
５
）
現
況
届
の
⼿
続
き
で
改
善
して
ほ
しい
こと︓

異
性
との
交
際
に
関
す
る
質
問

（
６
）
ひ
とり親

に
とって

の
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝

２
．
ひ
とり親

を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
⾃
治
体
窓
⼝
の
対
応

３
．
提
⾔

（
１
）
⾃
治
体
へ
の
改
善
要
望
－
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
運
⽤
に
つ
い
て

（
２
）
国
へ
の
改
善
要
望
－
児
童
扶
養
⼿
当
の
制
度
に
つ
い
て

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5-6
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8
・・・・・・・・・・・9

・・・・・・・・・・・・・・・・10-11
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12-15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17-18
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19-20



4

受
給
者

「現
況
届
」に
必
要
な
書
類
を準
備
す
る

⾃
治
体

受
給
者
と⾯
談
を⾏
う

受
給
者

「現
況
届
」を⾃

治
体
の
窓
⼝
に
持
参
す
る

「現
況
届
」を⾃

治
体
に
郵
送
す
る

or

⾃
治
体

書
類
を受
理
し、年

度
更
新
の
資
格
審
査
を⾏
う

⺠
⽣
委
員
に
よる⽣

活
状
況
の
確
認
書
を求
め

られ
る場
合
が
あ
る

受
給
者

11⽉
分
以
降
の
児
童
扶
養
⼿
当
（
全
部
⽀
給
、⼀
部
⽀
給
、全
部
停
⽌
）
が
決
まった

結
果
の
通
知
を受
け
取
る

【課
題
】

準
備

書
類

０
．
児
童
扶
養
⼿
当
の
継
続
受
給
の
フロ
ー
︓
各
⼿
続
き
で
⽣
じうる

課
題

【課
題
】
提

出
⽅

法

【課
題
】
交

際
に

関
す

る
質

問

【課
題
】
⽗

親
・
養

育

費
に

関
す

る
質

問

【課
題
】
⺠

⽣
委

員
と

の
関

係
性

児
童
扶
養
⼿
当
－
現
況
届
の
⼿
続
き
とは

⼿
当
を受
給
して
い
る
⼈
が
引
き続
き⼿
当
を受
け
取
る
資
格
を満
た
して
い
る
か
どうか

、年
に
1回
確
認
す
る
⼿
続
き
で
す
。児
童
扶
養
⼿
当
の
受
給
者
は
毎
年
8⽉
に

現
況
届
を提
出
します

。現
況
届
を
提
出
しな
い
と年
度
更
新
の
資
格
審
査
が
で
きな
い
た
め
、11⽉

分
以
降
の
⼿
当
が
受
け
られ
な
くな
りま
す
。

⾃
治
体

受
給
者
に
現
況
届
の
提
出
を求
め
る書
類
を郵
送
す
る

⺠
⽣
委
員
が
⾃
治
体
の
依
頼
で
受
給
者
の
⽣
活

状
況
を確
認
した
り、調

査
す
ることが

あ
る

【課
題
】

窓
⼝

対
応

【課
題
】
交

際
に

関
す

る
質

問

【課
題
】
⽗

親
・
養

育

費
に

関
す

る
質

問

【課
題
】
⺠

⽣
委

員
と

の
関

係
性

原
則

緊
急
事
態
措
置
期

間
の
柔
軟
な
対
応



（
１
）
提
出
⽅
法
－
⾃
治
体
窓
⼝
へ
の
持
参
か
郵
送
か
(1/2)

5

あ
な
た
は
この
夏
（
2020年

8⽉
）
、児
童
扶
養
⼿
当
の
現
況
届
を提
出
しました

か
。

Q

児
童

扶
養

⼿
当

の
現

況
届

を
どの

よ
うな

⽅
法

で
提

出
した

か

44.5%
54.6%

0.9%
東
京

役
所
に
持
参
して

提
出
した

郵
送
で
提
出
した

提
出
して
い
な
い

n=
229

東
京
以
外

77.6%

22.0%

0.4%
提
出
して
い
な
い郵
送
で
提
出
した

役
所
に
持
参
して

提
出
した

n=
255

デ
ー

タ: 2020年
9⽉

パ
ネ

ル
調

査

l
児
童
扶
養
⼿
当
の
現
況
届
に
つ
い
て
、厚
⽣
労
働
省
は
、受
給
者
の
傷
病
等
や
居
住
地
が
離
島
で
あ
る
ことな

ど来
庁
す
る
ことが

著
しく困

難
な
場
合
を除
き、「対

⾯
に
よる
⼿
続
き」を⾃

治
体
に
対
して
求
め
て
きた
。

l
2020年

は
、新
型
コロナ

ウイル
ス
感
染
症
の
拡
⼤
防
⽌
を図
る
観
点
か
ら、緊

急
事
態

措
置

期
間
の

認
定

請
求
に
つ
い
て
は
、必

ず
しも

対
⾯
に
よる
⼿
続
きを前

提
とす
る
ことな

く、郵
送
に
よる
受

付
を原

則
とす
る
な
どの
「柔

軟
な
対

応
をお

願
い
した
い
」とい
う⽅

針
を⽰
し

た
（

令
和
2年

4⽉
13⽇

事
務

連
絡
、令

和
2年

6⽉
19⽇

事
務

連
絡
）
。

l
2020年

の
現
況
届
を提
出
した

本
調
査
の
回
答
者
に
お
い
て
、郵
送
で
提
出
した
の
は
「東
京
」で
は
5割

強
、「東

京
以
外
」で
は
2割

強
で
あ
った
。

１
.
児
童
扶
養
⼿
当
現
況
届
の
窓
⼝
対
応
を
取
り巻
くさ
ま
ざ
ま
な
課
題

コロナ
禍
の
渦
中
に
あ
った
2020年

8⽉
の
現
況
届
を提
出
した
か
どうか

、提
出
した
場
合
は
持
参
か
郵
送
か
、9⽉

調
査
で
尋
ね
ました

。郵
送

で
提

出
した

東
京

54.6％

東
京
以
外

22.0％



6

デ
ー

タ:2020年
9⽉

パ
ネ

ル
調

査
児
童
扶
養
⼿
当
の
現
況
届
の
⼿
続
きに
つ
い
て
、改

善
して

ほ
しい
ことは

あ
ります

か
。（
⾃

由
記

述
）

6

・⾃
由

記
述
に
も
か
か

わ
らず
、郵
送
を希

望
す
る

記
述
が

多
数
あ
った

・インター
ネ

ット申
請
を希

望
す
る

記
述
も
あ
った

・⾃
由

記
述
で
な
く、提

出
⽅

法
の

希
望
に
つ
い
て
選

択
肢
で

聞
い
た
場
合
は
、窓

⼝
持
参
（
対
⾯
⼿
続
き）
で
は
な
く、

郵
送
で
の
提
出
を

希
望
す
る

割
合
は
きわ
め
て

⾼
い
の
で
は
な

い
だ

ろ
うか

l
毎

年
郵

送
で

お
願

い
した

い
で
す
。今
ま
で
は

仕
事
を

休
ん
で
⾏
った

りして
い
た
の
で
郵
送
だ
と、精

神
的
に
も
体
⼒
的
に
も

楽
で
す
。〔東

京
〕

l
全
て

郵
送

か
ネ

ット申
請

に
して

ほ
しい

。〔東
京

〕
l

コロ
ナ

で
な

くて
も

、毎
年

、郵
送

に
して

欲
しい
。仕
事
を休

ん
で
い
か
な
い
とい
け
な
い
。⼟
⽇
に
受
け

付
け
て
い
る
⽇
に
ち
を

決
め
て
くれ
る
け
れ
ども
、結

局
、シ

ング
ル
は
、基

本
的
に

ワンオ
ペ
な
の
で
、休
み
は

休
み
で

動
きづ
らい
。⼦
ども
が

家
に
い
る
な
ら、同

伴
す
る
の
も
⼤

変
な

上
、家
に

置
い
て
い
くの
も
リス
クが
あ

り
ます
。郵

送
、ま

た
は

、ネ
ット申

請
が
ス
マー
トで
、あ

りが
た
い
で
す
。〔東

京
〕

l
⾊

々
聞
か
れ
た
くな
い
の
で
、郵

送
の

み
に

して
欲

しい
で
す
。〔東

京
〕

l
特
に

変
更
や

特
記
事

項
が
な
け
れ

ば
郵

送
も

可
に

して
ほ

しい
。仕
事
の

時
間
を削
らな
け
れ

ば
な
らな
い
こと、タイミング

的
に
夏

休
み

中
で
⼦
ども
た
ち
に

留
守

番
させ
な
け
れ

ば
な
らな
い
こと、待

ち
時
間
が
あ
る
こと、今

年
か
らは
コロナ

の
⼼

配
も
あ

ります
。〔東

京
以
外

〕
l

郵
送

に
して

くだ
さ

い
(休
み
とって

区
役
所
に
い
くの
が
つ
らい
で
す
。有
給

休
暇
な
い
の
で
、仕
事
は

⽋
勤

扱
い
に
な

りま
す

)。〔東
京
以
外

〕
l

私
が
住

ん
で
い
る
ところ

で
は
、郵
送
で
は
な
く直

接
来
庁
しな
け
れ

ば
な
らな
か
った
の
で
、郵

送
で

出
来

る
よ

うに
全

国
で

徹
底

して
欲

しい
。〔東

京
以
外

〕

提
出
⽅
法
として

郵
送
を
希
望
す
る
内
容
の
⾃
由
記
述

東
京
︓
113⼈

中
38名

（約
34％

）

東
京
以
外
︓
129⼈

中
41⼈

（約
32％

）

郵
送
を
希
望
す
る
声
が
多
い

（
１
）
提
出
⽅
法
－
⾃
治
体
窓
⼝
へ
の
持
参
か
郵
送
か
(2/2)

改
善
して
ほ
しい
ことに

関
す
る
⾃
由
記
述
で
は
、コロナ

禍
の
も
とで
の
柔
軟
な
対
応
として

認
め
られ
た
郵
送
提
出
に
つ
い
て
、「これ

か
らも
郵
送
を認
め
て
ほ
しい
」とい

う声
が
多
く寄
せ
られ
ま
した
。

Q



7

Q
デ

ー
タ: 2020年

9⽉
パ

ネ
ル

調
査

（
２
）
現
況
届
の
添
付
書
類
に
つ
い
て

(1/2)

32.6%

16.3%

13.7%

4.0%

2.2%

3.1%

29.5%

1.8%

15.0%

31.1%

14.6%

10.2%

7.5%

3.5%

2.4%

46.5%

5.1%

12.2%

1.勤
務

先
を

証
明
す
る

書
類

2.昨
年
の
所

得
を

証
明
す
る

書
類

3.現
在
（

最
近
）
の
所

得
を

証
明
す
る

書
類

4.家
賃
や
住
居

費
を

証
明
す
る

書
類

5.⽔
道

光
熱

費
の
⽀

払
い
を

証
明
す
る

書
類

6.⽣
活

費
の

内
訳
（

家
計

簿
な
ど）
を

証
明
す
る

書
類

7.養
育

費
の
受
け

取
りを

証
明
す
る

書
類

8.預
貯
⾦
（

通
帳
の

⼝
座

残
⾼
）
を

証
明
す
る

書
類

9.上
記
以
外
の
ことを

証
明
す
る

書
類

現
況

届
の

際
に

提
出

した
書

類
（

複
数

回
答

）

東
京

東
京
以
外

（
n=

227）
（

n=
254）

現
況
届
の

際
に
、多
くの

書
類
の
提
出
を求
め
る
⾃
治
体
が
あ

ります
。あ
な
た
は

今
回
、次
の
ような

書
類
を出
しました

か
。

全
員
（
100％

の
⼈
）
が
提

出
した
書
類
は
な
い

これ
らの
書
類
の
提
出
を

⾃
治
体
は
な
ぜ
求
め
る
の
か
︖

何
を
審
査
して
い
る
の
か
︖

児
童
扶
養
⼿
当
は
全
国
⼀
律
の
制
度
で
す
が
、⾃
治
体
に
よって

、現
況
届
の
際
に
提
出
を求
め
る
書
類
は
違
うよ
うで
す
。

2020年
8⽉
の
現
況
届
を提
出
した
⼈
に
、どの

ような
書
類
を
⾃
治
体
に
出
した
か
を尋
ね
ました

。
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提
出
書
類
の
多
さ
、わ
か
りに
くさ

l
提
出
書
類
が
多
す
ぎ
て
、各
所
を
回
る
た
め
基
礎
疾
患
が
あ
る
の
で
す
が
感
染
リス
クが
⾼
まり不

安
で
す
。〔東

京
以
外
〕

l
書
類
の
⼿
続
きが
わ
か
りに
くい
様
に
毎
年
感
じます

。〔東
京
〕

l
記
⼊
⽅
法
や
提
出
書
類
を分
か
りや
す
くして

ほ
しい
。毎
年
タイヘ

ンで
す
。〔東

京
以
外
〕

l
次
回
か
らの
⽀
給
額
が
わ
か
る
よ
うに
して
欲
しい
。〔東

京
以
外
〕

l
とに
か
く簡
潔
に
して
欲
しい
。離
婚
の
ことを思

い
出
した
くな
い
の
で
、毎
年
記
⼊
させ
な
い
で
、記
録
して
お
い
て
欲
しい
。マイナ

ン
バ
ー
で
⾃
動
的
に
済
ませ
て

い
た
だ
き
た
い
。〔東

京
〕

l
去
年
と変
わ
らな
い
場
合
は
簡
略
化
して
欲
しい
。〔東

京
〕

l
アンケ

ー
トの
よ
うな
、付
属
の
も
の
は
や
め
て
ほ
しい
、申
請
書
だ
け
に
して
ほ
しい
。〔東

京
〕

提
出
書
類
の
準
備
の
困
難
︓
D
V避
難
の
場
合

l
元
夫
か
らの
DVに

よ
り住
⺠
票
を地
元
に
置
い
た
ま
ま東
京
都
に
避
難
して
き
た
為
、住
⺠
登
録
外
の
扱
い
に
な
り、毎

年
地
元
か
ら住
⺠
票
や
課
税
証
明
書
を

取
り寄
せ
な
け
れ
ば
な
らず
、役
所
同
⼠
で
連
携
して
も
らい
た
い
。〔東

京
〕

提
出
書
類
の
準
備
の
困
難
︓
⺠
⽣
委
員
に
よ
る
確
認
や
証
明
を
求
め
る
⾃
治
体

l
地
域
に
住
む
近
所
の
⺠
⽣
委
員
が
作
成
す
る
調
査
報
告
書
添
付
をや
め
て
ほ
しい
。近
所
の
噂
話
の
ネ
タを公

的
根
拠
を
か
か
げ
根
掘
り葉
掘
り聞
か
れ
、プ
ライ

バ
シ
ー
を
侵
害
され
て
い
る
。〔東

京
〕

l
毎
年
居
住
確
認
を⾏
わ
な
い
とい
け
な
い
の
だ
が
、近
所
に
ひ
とり親

とバ
レ
た
くな
い
し、防

犯
上
も
怖
い
の
で
、⼀
般
⼈
の
⺠
⽣
委
員
に
よる
調
査
は
拒
否
して
お

り、職
員
に
来
て
も
らって

い
る
。〔東

京
以
外
〕

郵
送
提
出
可
の
場
合
︓
返
信
⽤
封
筒
・切
⼿

l
返
信
⽤
の
切
⼿
を貼
って
お
い
て
くだ
さる
と⼤
変
嬉
しい
で
す
。〔東

京
〕

l
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
は
何
通
も
の
現
況
届
の
切
⼿
代
も
ば
か
に
な
らな
い
。〔東

京
〕

l
返
信
⽤
封
筒
を同
封
して
欲
しい
。〔東

京
以
外
〕

デ
ー

タ:2020年
9⽉

パ
ネ

ル
調

査
児
童
扶
養
⼿
当
の
現
況
届
の
⼿
続
き
に
つ
い
て
、改

善
して

ほ
しい
ことは

あ
ります

か
。（
⾃

由
記

述
）

（
３
）
現
況
届
の
⼿
続
き
で
改
善
して
ほ
しい
こと︓

書
類
関
係

改
善
して
ほ
しい
ことに

関
す
る
⾃
由
記
述
で
は
、現
況
届
の
書
類
関
係
の
要
望
として

、次
の
よ
うな
声
が
あ
りま
した
。

Q
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l
毎
回
養
育
費
に
つ
い
て
の
書
類
を提
出
しな
くて
は
い
け
な
い
事
に
苦
痛
を感
じる
。疑
わ
れ

て
い
る
よ
うで
嫌
。〔東

京
〕

l
⽗
親
の
所
在
を記
載
す
る
書
類
が
あ
った
が
、どこに

い
る
か
も
知
らな
い
し、そ

の
書
類
の
必

要
性
が
理
解
で
き
な
い
の
で
廃
⽌
して
ほ
しい
。〔東

京
〕

l
養
育
費
は
⼦
供
の
た
め
の
お
⾦
な
の
に
、養
育
費
の
8割
も
所
得
として

計
算
され
る
は
や
め

て
欲
しい
。〔東

京
〕

l
1万
や
2万
円
な
ど⼩
額
な
養
育
費
の
場
合
は
、収
⼊
に
⼊
れ
な
い
で
ほ
しい
。〔東

京
以

外
〕

l
養
育
費
を収
⼊
に
換
算
しな
い
で
ほ
しい
（
も
らって

い
ませ
ん
が
・・）
。も
らった

として
も
、

⽣
活
費
で
は
な
く将
来
の
学
費
として

積
み
⽴
て
た
い
。〔東

京
〕

l
養
育
費
の
受
け
取
りを申

告
す
る
書
類
を書
く際
に
、元
夫
の
フル
ネ
ー
ム
を何
度
も
記
⼊
さ

せ
らせ
る
。も
う名
前
さえ
も
⾒
た
くな
い
の
に
。や
め
て
ほ
しい
︕
〔東
京
以
外
〕

l
元
の
夫
の
名
前
を書
くこと。名

前
を⾒
る
とDVを思

い
出
して
しま
う。〔東

京
〕

l
養
育
費
をも
らって

な
い
の
に
、0円

と元
夫
の
名
前
を記
⼊
して
提
出
す
る
の
が
嫌
だ
。〔東

京
以
外
〕

Q
デ

ー
タ:2020年

9⽉
パ

ネ
ル

調
査

児
童
扶
養
⼿
当
の
現
況
届
の
⼿
続
き
に
つ
い
て
、改

善
して

ほ
しい
ことは

あ
ります

か
。（
⾃

由
記

述
）

（
４
）
現
況
届
の
⼿
続
き
で
改
善
して
ほ
しい
こと︓

⼦
ども
の
⽗
親
か
らの
養
育
費
に
関
す
る
質
問

改
善
して
ほ
しい
ことに

関
す
る
⾃
由
記
述
で
は
、⼦
ども
の
⽗
親
か
らの
養
育
費
の
申
告
に
関
す
る
記
述
も
多
く寄
せ
られ
ま
した
。児
童
扶
養
⼿
当
は
、2002年

の
制

度
改
正
に
より、⼦

ども
を監
護
して
い
る
⺟
親
が
⼦
ども
の
⽗
親
か
ら受
け
取
る
⼦
ども
の
養
育
費
の
８
割
を
「⺟
親
の
所
得
」として

扱
わ
れ
る
よ
うに
な
りま
した
。その

結
果
、ひ
とり親

は
、児
童
扶
養
⼿
当
の
申
請
や
現
況
届
に
お
い
て
、監
護
して
い
な
い
も
う⼀
⼈
の
親
か
ら受
け
取
る
養
育
費
の
額
を⾃
治
体
に
申
告
しな
け
れ
ば
な
らな
く

な
りま
した
。

厚
⽣
労
働
省
が
⽰
して
い
る
「養
育
費
等
に
関
す
る
申
告
書
」の
モ

デ
ル
様
式
（
右
）
に
は
、⼦
ども
の
⽗
親
（
元
夫
）
の
名
前
を
書

か
せ
る
欄
は
な
い

→
元
夫
の
名
前
を
書
か
せ
る
の
は
⾃
治
体
独
⾃
の
制
度
運
⽤



ü
東
京
よ
り東
京
以
外
の
ほ
うが
、交
際
に
関
す
る
質
問
を
さ
れ
た
割
合
が
⾼
い

ü
児
童
扶
養
⼿
当
の
制
度
は
全
国
⼀
律
だ
が
、運
⽤
場
⾯
で
は
⾃
治
体
に
よ
る
差
が
⼤
き
い

（
５
）
現
況
届
の
⼿
続
き
で
改
善
して
ほ
しい
こと︓

異
性
との
交
際
に
関
す
る
質
問

(1/２
)

Q
デ

ー
タ:2020年

9⽉
パ

ネ
ル

調
査

現
況
届
の
提
出
に
あ
た

り、下
記
に
つ
い
て

質
問
され
ました

か
。

10

7.0%

23.2%

2.2%

14.2%

1.3%

10.2%

1.3%

8.3%

2.2%

11.4%

1.3%
5.5%

26.9%

24.4%

13.2%

14.6%

9.3%

9.1%

7.9%

8.7%
15.9%

11.8%

4.8%

7.5%

⼝
頭
で

質
問
され
た

書
⾯

チ
ェックで

質
問
され
た

異
性

との
交

際
に

関
す

る
質

問

東
京

東
京

以
外

東
京

東
京

以
外

東
京

東
京

以
外

東
京

東
京

以
外

東
京

東
京

以
外

東
京

東
京

以
外

事
実
婚
状
態
や
内

縁
関
係
に
な
い
か

交
際
して
い
る

男
性
が
い
る
か

⾃
宅
に
定
期
的
に
訪
問

して
くる
男
性
が
い
る
か

⾃
宅
に
定
期
的
に
宿

泊
す
る
男
性
が
い
る
か

仕
送
りや
⾦
銭
援
助
をし

て
くれ
る
男
性
が
い
る
か

妊
娠
して
い
る
か

東
京

︓
n
=

2
2
9

東
京

以
外

︓
n
=

2
5
5
 

計
33.9%

計
47.6%

計
15.4%

計
28.8%

計
10.6%

計
19.3%

計
9.2%

計
17.0%

計
18.1%

計
23.2%

計
6.1%

計
13.0%

児
童
扶
養
⼿
当
は
、⼦
ども
を監
護
して
い
る
ひ
とり親

が
事
実
婚
状
態
や
内
縁
関
係
に
あ
る
場
合
は
⼿
当
の
対
象
外
とな
る
ことか

ら、異
性
との
交
際
に
つ
い
て
質
問
さ

れ
る
ことが

あ
りま
す
。2020年

8⽉
の
現
況
届
を提
出
した
⼈
に
、その

よ
うな
質
問
が
あ
った
か
どうか

、尋
ね
ました

。
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質
問
の
⽬
的
が
わ
か
らな
い
、不
快

l
あ
りえ
な
い
ことだ

と思
い
ます
。交
際
相
⼿
が
い
るとい

うことと、その
⼈
が
⾦
銭
⾯
の
援
助
をす
るとい

うことは
まった

く別
の
ことな

の
に
、毎
度
確
認
され
る意
味
が
分
か
りませ

ん
。⾃
分

ひ
とりの
収
⼊
で
⻭
を⾷
い
しば
って
⼦
供
を育
て
て
い
る⺟
親
へ
の
最
⼤
の
侮
辱
で
、時
代
錯
誤
も甚
だ
しい
で
す
。〔東

京
〕

l
男
性
に
頼
って
⽣
きろと⾔

わ
れ
て
い
る様
な
気
しか
しな
い
。〔東

京
以
外
〕

l
不
快
で
しか
あ
りませ

ん
で
した
。男
性
とい
う欄
しか
な
く、⽗

⼦
家
庭
の
⽅
は
聞
か
な
い
そうで

す
。な
ぜ
⼦
育
て
を頑
張
って
い
る側
が
こん
な
に
嫌
な
思
い
をしな

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

しょうか
。〔東

京
以
外
〕

l
とて
も不
快
で
した
。離
婚
した

直
後
で

⾊
々
と悩
ん
で

落
ち込
ん
で
い
る時
だ
った
の
で
この
⼈
は

敵
な
の
か

︖
と、泣

きそうに
な
りました…

。
〔東
京
以
外
〕

l
異
性
と交
際
して
て
お
⾦

払
って
くれ
ると思

って
る時

点
で
バ

カに
して
る。私

は
⾃
⽴
して
⼀
⼈
で
養
育
費
な
しで
⼦
供
育
て
て
ます
し、交

際
相
⼿
に1円

も要
求
しませ

ん
。〔東

京
〕

l
離
婚
後
、全
く誰
とも付

き合
う気
な
ん
て

起
きた
こともな

い
の
に
毎
回
、聞
か
れ
ること⾃

体
も不

愉
快
だ
し、そん

な
話
聞
きた
くもな

い
。
〔東
京
以
外
〕

l
⼦
どもと⾃

分
の
⽣
活
で
い
っぱ
い
い
っぱ
い
の
現
実
で
、交
際
な
どみ
じん
も望
ん
で
お
らず
、イラッとします

。
〔東
京
以
外
〕

質
問
の
しか
た
や
聞
き
か
た

l
担
当
さん
に
よって

は
酷
い
聞
き⽅
をす
る⼈
が
い
ました

。ニヤ
ニヤ
と、「い

い
ご関
係
の
男
性
は
居
な
い
ん
で
す
か

︖
」と。役

所
の
仕
事
として

必
要
な
の
か
もしれ

な
い
が
、気
持

ち悪
か
った
で
す
。〔東

京
〕

l
以
前
、児
童
扶
養
⼿
当
を受
け
る際
に
、異
性
との
交
際
及
び
⾦
銭
の
や
り取
りが
あ
るか
確
認
が
必
要
と⾔
わ
れ
、質
問
を受
け
た
ことが

に
あ
ります

。初
対
⾯
の
男
性
に
その
ような

プラ
イベ
ー
トな
質
問
をされ

、（
態
度
も上
か
ら⽬

線
な
感
じを受

け
た
の
で
）
正

直
不
快
で
した
。確
認
の
必
要
が
あ
るとい

え
、プライベ

ー
トな
質
問
をされ

る際
は
⼼

遣
い
が
あ
って
も良
い

の
で
は
な
い
で
しょうか

。〔東
京
〕

l
⼝

頭
だ
と周
りに
聞
こえ
るの
で
、書
類
上
で
⾃

⼰
申
告
に
して
欲
しい
。〔東

京
以
外
〕

l
⼦
供
同

伴
で
⾏
くの
で
⼦
供
に
も聞
か
れ
た
くな
い
ことだ

と思
う。〔東

京
以
外
〕

監
視
の
恐
怖
、重
圧
、⾏
動
制
限

l
書
⾯
で
の
回

答
で
した
が
、後

⽇
電
話
が
きて
住
ん
で
る家
に
男
の
⼈
が
出
⼊
りして

い
ると報

告
をもらって

い
ると⾔

わ
れ
、兄

妹
だ
と答
え
た
に
も関
わ
らず
疑
う⽂
⾔
しか
⾔
わ
れ
ず
、恐

怖
を感
じた
。〔東

京
以
外
〕

l
⼝

頭
と書
類
の

チ
ェックが

あ
りました

。未
来
に
交
際
に

進
展
して
しまった

ら⾃
宅
まで
確
認
され
た
りす
るの
か
な

? とか
悪
い
事
な
の
か
な

? と怖
くな
った
。確
認
の
た
め
に
、抜
き打

ちで
昼

夜
関
係

無
く家
の
中
を確
認
され
ることに

承
諾
した
。もし⾃

宅
確
認
を拒
ん
だ
際
は
異
性
との
交
際
が
あ
るとみ

な
し扶
養
⼿
当
を無
しに
、もしくは

罰
⾦
をと書

類
チ
ェックと⼝

頭
で

伝
え
られ
ました

。〔東
京
以
外
〕

l
相
⼿
は
い
な
い
の
で
す
が
、毎
回
毎
回
聞
か
れ
るの
は
あ
まり良

い
思
い
は
しませ

ん
。シ
ングル

マザ
ー
は

恋
愛
や

再
婚
をした

らい
け
な
い
とい
うふ
うに
⾔
わ
れ
て
い
るようで

。まるで
、⼥
は

捨
て
⺟
親
の

責
任
とい
う重

圧
をか
け
られ
て
い
るように

感
じます

。
〔東
京
以
外
〕

l
実
際
に
お
付
き合
い
して
る⼈
は
い
ませ
ん
が
、い
た
らお
⾦
は
もらえ

な
い

旨
説
明
もあ
り、こどもた

ちの
⽣
活
費
を守
るた
め
に
は
、⾃
分
に
は

再
婚
どころか

お
付
き合
い
をす
ることや

友
⼈
と会
うことも許

され
な
い
と感
じ、控

え
て
い
る。〔東

京
〕

l
不

愉
快
に
感
じる。な

ん
で
もな
くて
も交
際
して
い
ると⾒

られ
ること、疑

わ
れ
ることが

、⾏
動

範
囲
も狭
め
られ
て
る気
が
す
るし、⼥

性
だ
け
が
制

限
され
て
い
るように

感
じる。

〔東
京

以
外
〕

仕
⽅
が
な
い
、必
要

l
国
か
らお
⾦
をもらって

い
る以
上
仕
⽅
が
な
い
。不
正
受
給
は

許
せ
な
い
︕

厳
しい
ことまで

きか
れ
て
も素

直
に
応
じるべ

きだ
と思
う。〔東

京
以
外
〕

l
税
⾦
か
ら扶
養
⼿
当
な
どの
お
⾦
を貰
って
い
るの
で
聞
か
れ
て
もしか

た
が
な
い
し、素

直
に

答
え
れ
ば

良
い
とお
もう。ズ

ル
して
い
る⼈
の
ほ
うが

許
せ
な
い
。〔東

京
〕

Q

デ
ー

タ:2020年
9⽉

パ
ネ

ル
調

査

児
童
扶
養
⼿
当
の

窓
⼝
で
、役
所
か
ら異

性
との

交
際
に
つ
い
て

聞
か
れ
る
ことに

つ
い
て
、どの

ように
思
い
ます
か
。また

、この
質

問
を受

け
た

際
に

何
か

⾔
わ
れ
た
ことが

あ
れ

ば
書
い
て
くだ
さい
。（
⾃

由
記

述
）

（
５
）
現
況
届
の
⼿
続
き
で
改
善
して
ほ
しい
こと︓

異
性
との
交
際
に
関
す
る
質
問

(2/２
)

異
性
との
交
際
に
つ
い
て
質
問
され
る
ことを

どう思
うか
、⾃
由
記
述
で
尋
ね
ました

。



（
６
）
ひ
とり親

に
とって

の
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
（
1/4）

今
年
は
、新
型
コロナ

ウイル
ス
感
染
症
の

広
が

りで
、多
くの
シ
ング
ル
マザ
ー
が

就
労
や
⽣
活
に

影
響
を受
け
ま
した
。

この
夏
の
現
況
届
の
役
所
の
対

応
で
、コロナ

禍
で
の
⺟
⼦
の
暮
らしを⼼

配
す
る

気
遣
い
が
あ

りました
か
。

Q

コロ
ナ

禍
で

の
⺟

⼦
の

暮
らしを

⼼
配

す
る

役
所

の
対

応
の

気
遣

い

32.2%

67.8%

東
京

気
遣
いが
あ
った
と思
った

気
遣
い
が
あ
った
とは

思
わ
な
か
った

n=
227

33.5%

66.5%

気
遣
い
が
あ
った
と思
った

気
遣
い
が
あ
った
とは

思
わ
な
か
った

n=
254

東
京
以
外

デ
ー

タ: 2020年
9⽉

パ
ネ

ル
調

査

12

コロナ
禍
の
な
か
で
実

施
され
た
2020年

8⽉
の
現
況
届
に
つ
い
て
、当
事
者
が
役
所
の
対
応
をどう受

け
とめ
た
か
、尋
ね
ま
した
。

l
2015年

⼦
ども
の

貧
困
対
策
会

議
「す
くす
くサ
ポ
ー
ト・プロジ

ェクト」は
、ひ
とり親

家
庭
の

相
談

窓
⼝
に
お
い
て

ワン
ス
トップで

寄
り添
い
型
⽀
援
の

⾏
う体

制
を整

備
す
る
ことを掲

げ
、児
童
扶
養
⼿
当
の
現
況
届
の

時
期
に
、⼦

育
て
・⽣
活
、就

業
、養

育
費
の
確
保
な
ど、ひ

とり親
が

抱
え
る

様
々
な

課
題
をまとめ

て
相

談
で
きる
集

中
相

談
体

制
を構

築
す
る
とした

。これ
を受
け
て
、厚
⽣
労
働
省
は
2016年

、⾃
治
体
に
対
して
、「現

況
届

時
の
集

中
相

談
期
間
の

設
定
の

趣
旨
も
踏
まえ
、対
⾯
に
よる
⼿
続
きの
より⼀

層
の

徹
底
をお

願
い
します

」と通
知
して
い
る
（

平
成
28年

6⽉
16⽇

雇
児

福
発
0616第

1号
）
。

l
⼀
⽅
、同

通
知
で
は
、児
童
扶
養
⼿
当
の

適
正
受
給
（

不
正
受
給
の
防
⽌
）
の
た
め
に
、「新

規
認
定
や
現
況
届

時
な
どの

書
類
の
確

認
に
つ
い
て

は
、市
等
の

職
員
、⺠
⽣

委
員
等
が
協
⼒
して

実
態
調
査
や
現
地
調
査
を実

施
す
る
ことに

つ
い
て
、⼀

層
の

徹
底
をお

願
い
します

」とも
記
して
い
る
。

l
は
た
して
、同
じ現
況
届
の
⾯

談
（
対
⾯
⼿
続
き
）
に
お
い
て
、適

正
受
給
（

不
正
受
給
の
防
⽌
）
とい
う⽬
的
と、ワンス

トップ
の

寄
り添
い
型
⽀

援
とい
う⽬
的
は
、両

⽴
す
る
の
だ

ろ
うか

︖
コロナ

禍
で
⼤

変
な
状
況
に
あ
った
2020年

の
現
況
届
で
も
、回
答
者
の
約
7割
は
、役
所
の
対

応
に

お
い
て
、コロナ

禍
で
の
⺟
⼦
の
暮
らしを⼼

配
す
る

気
遣
い
が
あ
った
とは

思
わ
な
か
った
、と回

答
した
。

「気
遣

い
が

あ
った

とは
思

わ
な

か
った

」

約
7割

東
京

・東
京

以
外

とも
に
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あ
な
た
に
とって

、役
所
の
児
童
扶
養
⼿
当
の

窓
⼝
は
どうい

うところ
で
す
か
。

Q

[1. 困
った

とき
は

相
談

で
き

る
]

1
2
.2

%

2
4
.5

%

25.3%

38.0%

東
京

n=
229

n=
255 5

.9
%

2
8
.6

%

24.7%

40.8% 東
京
以
外

デ
ー

タ: 2020年
9⽉

パ
ネ

ル
調

査

[2. 悩
み

を
相

談
した

ら助
け

て
くれ

る
]

7
.4

%

2
1
.0

%

27.1%

44.5%

東
京

n=
229

n=
255 5

.9
%2

0
.4

%

23.9%

49.8% 東
京
以
外

困
った

とき
は

相
談

で
き

る

「そう思
わ
な
い
」「どちらか

とい
え
ば
そう思

わ
な
い
」

東
京

東
京

以
外

63.3％
65.5％

悩
み

を
相

談
した

ら助
け

て
くれ

る

「そう思
わ
な
い
」「どちらか

とい
え
ば
そう思

わ
な
い
」

東
京

東
京

以
外

71.6％
73.7％

窓
⼝
で
相
談
で
きる
とは
思
わ
な
い
⼈

6割
超

窓
⼝
で
助
け
て
くれ
る
とは
思
わ
な
い
⼈

7割
超

（
６
）
ひ
とり親

に
とって

の
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
（
2/4）

⾃
治
体
の
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
を、当

事
者
が
どう意

識
して
い
る
か
、尋
ね
ました

。（
4つ
の

設
問
の
1.2.）
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あ
な
た
に
とって

、役
所
の
児
童
扶
養
⼿
当
の

窓
⼝
は
どうい

うところ
で
す
か
。

Q
デ

ー
タ: 2020年

9⽉
パ

ネ
ル

調
査

（
６
）
ひ
とり親

に
とって

の
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
（
3/4）

⾃
治
体
の
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
を、当

事
者
が
どう意

識
して
い
る
か
、尋
ね
ました

。
（
4つ
の

設
問
の
3.4.）

[3. 嫌
な

思
い

を
した

り屈
辱

的
な

扱
い

を
受

け
る

]

12.5%18.4%

2
9
.4

%

3
9
.6

%

10.5%

19.2%

3
1
.9

%

3
8
.4

%

東
京

n=
229

n=
255

東
京
以
外

[4. 必
要

だ
か

ら⾏
か

ざ
る

を
え

な
い

が
、で

き
る

だ
け

⾏
き

た
くな

い
]

44.3%

29.4%

1
3
.3

%

1
2
.9

%

38.0%

25.3%

1
7
.9

% 1
8
.8

% 東
京

n=
229

n=
255

東
京
以
外

嫌
な

思
い

を
した

り屈
辱

的
な

扱
い

を
受

け
る

「そ
う思
う」「どち

らか
とい
え
ば
そう思

う」

東
京

東
京

以
外

29.7％
30.9％

必
要

だ
か

ら⾏
か

ざ
る

を
え

な
い

が
、で

き
る

だ
け

⾏
き

た
くな

い

「そう思
う」「どち

らか
とい
え
ば
そう思

う」

東
京

東
京

以
外

63.3％
73.7％

窓
⼝
で
嫌
な
思
い
を
した
り屈
辱
的
な
扱
い
を
受
け
る
と思
って
い
る
⼈

約
3割

で
き
る
だ
け
窓
⼝
に
⾏
きた
くな
い
と思
って
い
る
⼈

6割
超
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Q
デ

ー
タ:2020年

9⽉
パ

ネ
ル

調
査

児
童
扶
養
⼿
当
の
現
況
届
の
⼿
続
きに
つ
い
て
、改

善
して

ほ
しい
ことは

あ
ります

か
。（
⾃

由
記

述
）

受
付
場
所
や
配
置

l
児
童
扶
養
⼿
当
とデ

カデ
カと書

か
れ
て
い
て
役
場
の
職
員
が

ズ
ラリと居

る
窓
⼝
に
の
この
こと⾏

くこと⾃
体

屈
辱
。〔東

京
以
外
〕

l
私
が
⾏
った
時
は
た
くさん

の
⼈
が
い
ま
した
が
、ま
る
で
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を並

べ
て
⾒

⽐
べ
られ
て
る
よ
うに
感
じ、肩

⾝
が

狭
い
気
持

ち
に
な
りま
す
。〔東

京
以
外
〕

l
相
談

ブー
ス
が
あ
る
の
で
す
が
、書
類
の
提
出
を待
って
い
る

他
の
⼈
た

ち
が
い
る
部

屋
の
⼀

⾓
を仕
切
られ
て
い
る
だ
け
な
の
で

丸
聞
こえ
で
す
。そ
の
た
め
、誰
か
が

利
⽤
して
い
る
場
⾯
を⾒
た
ことは

な
く、形

だ
け
とい
う感
じで
す
。〔東

京
〕

l
周
りの
⼈
に
聞
か
れ
た
くな
い
内

容
を話
す
必
要
が
あ
る
⼈
も
い
る
か
も
しれ
な
い
の
で
、プライバ

シ
ー
を
確
保
した
場
所
で
⼿
続
き

して
も
らえ
た
らと思

う。最
寄
りの

区
役
所
で
⼿
続
きをす

る
が
、知
り合
い
に
も
よ
く会
う場
所
で
も
あ
る
の
で
気
を遣
う。〔東

京
以

外
〕

書
類
の
受
理
、質
問
の
しか
た

l
⽤

紙
の
書
き⽅
が
分
か
って
い
て
当

然
︕
み
た
い
な

雰
囲
気
は
改
善
して
欲
しい
。〔東

京
以
外
〕

l
対
応
す
る
職
員
さん
は
、も
っとシ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
現
状
や
⼼
情
を勉

強
、理
解
す
る

べ
き‼
その
⽴
場
に
た
った
⽬

線
の
出
来
る

⼈
間
性
の
あ
る
⽅
を

採
⽤
して
ほ
しい
。〔東

京
以
外
〕

l
役
所
の
⼈
は
、冷
た
く、た
ん
た
ん
と事

務
処
理
をして

る
感
じで
す
。〔東

京
以
外
〕

l
⼝

頭
質
問
の
時
の
バ

カに
した
よ
うな
対
応
。〔東

京
以
外
〕

l
⼦
供
の

転
校
を考
え
て
、元

旦
那
の
住
ん
で
る
家
か
ら割
と近
い
ところ

に
引
っ越
しを
しま
した
。そ
の
ことに

つ
い
て
、何

故
近
くな
の

か
︖
お
か
しくな

い
で
す
か

︖
と何
度
も
聞
か
れ
て
犯

罪
者
の
よ
うな
扱
い
を過
去
に
され
ま
した
。今
だ
に
の
そ
の
⼈
の

顔
が

浮
か
び

ます
。本
当
に
嫌
で
した

…
。ま
ず
、離
婚

直
後
の
精
神
状
態
な
どを考

慮
した
質
問
をして

欲
しい
で
す
。〔東

京
以
外
〕

情
報
提
供
・相
談
体
制

l
ひ
とり親

関
連
情
報
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
しい
。〔東

京
〕

l
役
所
の
窓
⼝
に
⾏
くの
は
⼿

間
だ
が
、間
違
い
な
く聞
きな
が
ら記
⼊
で
き
、相
談
も
で
き
る
の
で
あ
りが
た
い
で
す
。〔東

京
以
外
〕

l
も
っと⼦

育
て
の
情
報
を
教
え
て
欲
しい
。〔東

京
以
外
〕

l
窓
⼝
に
⾏
く必
要
が
あ
る
の
か

︖
毎
年
⼿
続
きが
必
要
か

︖
仕
事
の
都
合
で
窓
⼝
が

空
い
て
い
る
時

間
に
⾏
く事
が
困
難
な
場
合

は
臨
機
応
変
に
対
応
して
ほ
しい
。こうい

った
対
⾯
で
の
機

会
に
⼦
供
の
ことや

⽣
活
の
困
り事
な
ど気

軽
に
相
談
出
来
る
体
制
を

整
え
て
ほ
しい
。〔東

京
以
外
〕

（
６
）
ひ
とり親

に
とって

の
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
（
4/4）

郵
送
提
出
を
認
め
ず
、

⾃
治
体
窓
⼝
に
持
参

を
求
め
る
場
合
は
、当

事
者
の
気
持
ち
へ
の

配
慮
を

窓
⼝
対
応
だ
か
らこそ

、
で
き
る
ことが

あ
る

逆
に
、窓
⼝
対
応
で
傷

つ
き
、⾏
政
へ
の
信
頼

を
失
い
、孤
⽴
を
深
め

る
ことが

あ
る

改
善
して
ほ
しい
ことに

関
す
る
⾃
由
記
述
で
は
、郵
送
提
出
の

希
望
、現
況
届
の
書
類
、養
育
費
の
申
告
以
外
に
、次
の
よ
うな
要
望
が
寄
せ
られ
ま
した
。

い
ず
れ
も
現
況
届
を⾃
治
体
に
持
参
して
提
出
す
る
「対
⾯
⼿
続
き
」の
場
合
に
、窓
⼝
対
応
に
お
け
る
当
事
者
へ
の

配
慮
を求
め
る
も
の
で
す
。
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２
.
ひ
とり親

を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
⾃
治
体
窓
⼝
の
対
応

真
摯
な
傾
聴
、丁
寧
な
対
応
、配
慮
の
あ
る
声
か
け

l
市
役
所
の
⼈
が

真
剣
に
話
を聞
い
て
くれ
て
、⼼

配
して
くれ
た
。〔東

京
以
外
・8⽉

〕
l

区
の
⺟
⼦
就
職
⽀
援
の
⽅
が

励
まして

くれ
た
事
と、以

前
、暮
らして

い
た
⺟
⼦
⽀
援

施
設
の
職
員
さん
が
⼼

配
して
相
談
に

乗
って
くれ
た
事
。〔東

京
・8⽉

調
査
〕

l
〇

〇
事

務
所
の
職
員
が
、い
つ
も丁

寧
に
対
応
して
くれ
る。〇

〇
区
役
所
の
職
員
も、電

話
⼝
で
とて
も優
しくて
役
所
の
職
員
の
ネ

ガ
ティブな

イメー
ジ
が
変
わ
った
。〔東

京
・

8⽉
調
査
〕

l
現
況
届
の
時
期
な
の
で
役
所
に
⾏
って
きました

が
、す

ごく混
ん
で
い
て
係
の
⼈
は
⼤
変
そうで

した
が
、⼀
⼈
⼀
⼈

丁
寧
に
対
応
して
い
ました

。こうい
う所
で
嫌
な

顔
され

ちゃう
と落

ち込
ん
で
しまい

ます
が
、暑
くて

忙
しい
中
で
も優
しく対

応
して

下
さった

ことが
嬉
しい
とい
うか

ホ
ッとした

とい
うか

…
そん
な
感
じで
した︕

〔東
京
以
外
・8⽉

調
査
〕

l
役
所
に
書
類
を出
しに
⾏
った
とき、⾃

分
も⾟
か
った
。⼀

緒
に
頑
張
りましょう、困

った
ら直

ぐ来
て
くだ
さい
と仰
って

頂
い
た
。〔東

京
以
外
・9⽉

調
査
〕

l
市
役
所
の
⼦
供
家
庭
課
さん
で
、親

⾝
に
話
を聞
い
て
くれ
る⽅
が
い
ます
。何
か
あ
れ
ば
す

ぐに
電
話
して
い
い
で
す
よと⾔

わ
れ
た
だ
け
で
、とて
も安
⼼
しました

。〔東
京
以
外
・

9⽉
調
査
〕

l
前
夫
か
らの
養
育
費
が

無
く、事

業
の

借
⾦
を全
て

背
負
わ
され
、⾃
宅

売
却
の
運
び
に
な
り、〇

〇
区
か
ら〇

〇
市
に
引

越
す
事
に
な
った
が
、〇

〇
区
で
も〇

〇
市
で
も役
所

の
⽅

々
が

皆
、親
切
な
対
応
で
⾔
葉
の
⼀
つ
⼀
つ
が

温
か
く、前

を向
い
て
⽣
きて
い
け
そうで

す
。⼀
⾔
の
⾔
葉
の

重
み
を体
感
した
。〔東

京
・10⽉

調
査
〕

l
役
所
の
⼈
が
困
った
事
が
あ
った
ら、い

つ
で
もどん

な
事
で
も良
い
の
で
話
して
くだ
さい
ね
と⾔
わ
れ
て
、⾒

捨
て
られ
て
な
い
と感
じた
。〔東

京
以
外
・12⽉

調
査
〕

情
報
提
供
の
み
な
らず
実
際
に
社
会
資
源
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

l
９
⽉
で
仕
事
の

雇
い
⽌
め
が
きまり、つ

らか
った
の
で
す
が
、役
所
で
新
しく仕

事
を紹

介
しようとして

くれ
ました

。あ
りが
た
か
った
で
す
〔東
京
以
外
・8⽉

調
査
〕

l
役
所
の
⼦
ども家

庭
課
の
⽅
が
とて
も親
切
で
した
。⼿
続
きの
時
に
親

⾝
に
話
を聞
い
て

下
さり、⾊

々
気
に
か
け
て
くれ
た
り、情

報
提
供
もして

もらい
ました

。また
、ひ
とり親

就
労
⽀
援
の
⽅
もご連

絡
をくだ
さり、進

捗
を確
認
す
るだ
け
で
な
く必
要
な
アドバ

イスや
い
ろん
な
話
をして

くだ
さりました

。今
まで

他
の
⾃
治
体
で
嫌
な
思
い
をた
くさん
して

きたの
で
、役
所
な
どには

い
い
イメー

ジ
を持
ってい

ませ
ん
で
したが

、話
しや
す
く親
切
で
連

絡
や
相
談
が
しや
す
い

環
境
だとわ

か
りました。とてもあ

りが
たい
で
す
。〔東

京
・9

⽉
調
査
〕

l
役
所
の
⽅

々
もとて

も親
切
で
、追
加
給
付
⾦
も申
請
す
るつ
もりは

な
か
った
の
で
す
が
、少
しで
も減
った
の
な
ら申
請
して
も⼤

丈
夫
で
す
よと⾔

って
くれ
た
の
で
、申
請
させ
て

頂
きました

。地
域
の
⼈

達
に

恵
まれ
て
い
て
、感

謝
の
気
持

ちで
い
っぱ
い
で
す
。〔東

京
・9⽉

調
査
〕

l
今
年
は
役
所
の

担
当
者
が
とて
も良
い
⽅
で
地
元
の

温
泉

施
設
の

利
⽤

券
が
い
た
だ
け
ることを⼝

頭
で
教
え
て
くれ
た
。そして

利
⽤

券
をい
た
だ
くことが

出
来
た
。⾃

⼰
申
告
な

の
で

⼆
重
に

貰
え
る⼈
もい
るか
もしれ

な
い
中
、現
状
届
を出
しに
来
た
⾃
分
に
声
をか
け
て
もらえ

た
の
で
今
回
は
役
所
の
対
応
は
あ
た
た
か
く感
じた
。〔東

京
・9⽉

調
査
〕

l
現
況
届
を提
出
した
際
、役
所
の
職
員
の
か
た
か
ら「コロナ

の
届
は
⼤

丈
夫
で
す
か

︖
今
は
⼤

丈
夫
で
も後
で
必
要
に
な
った
らす

ぐ⾔
って
くだ
さい
ね
」と⾔

って
い
た
だ
け
た
。

〔東
京
・9⽉

調
査
〕

l
役
所
で
現
況
届
を出
した
際
に
、⼀
⼈
親
家
庭
の

追
加
給
付
に
つ
い
て

案
内
して

頂
い
た
の
で
、躊

躇
す
ることな

く安
⼼
して
出
す
ことが

で
きました

。〔東
京
以
外
・9⽉

調
査
〕

l
今
⼼

療
内

科
で
、働
くの
をとめ

られ
て
い
ます
。思
うように

頭
も体
も動
か
ず
、もどか

しい
で
す
。それ

で
も、急

い
で
仕
事
を⾒
つ
け
な
い
とい
け
な
い
とあ
せ
る私
に
、役
所
の

担
当
の
か
た
が
、「お
⺟
さん
は
が
ん
ば
りす
ぎ
て
ます
。あ
せ
らず
、まず

は
休
ん
で
、元
気
に
な
って
か
ら働
け
ば
い
い
で
す
」と⾔

って
くれ
て
、ほ
っとしました

。さらに
、迅

速
に
⺟
⼦

家
庭
む
け
の
ヘ
ル

パ
ー
さん
の
⼿

配
をして

くれ
ました

。〔東
京
以
外
・10⽉

調
査
〕

l
役
所
の
⽀
援
員
さん
が
しっか

りと⾒
守
って
くれ
て
、適
切
な

サ
ー

ビス（
ヘ
ル

パ
ー

サ
ー

ビス、シ
ョー
トステイ）

を費
⽤

負
担
の
少
な
い

形
で
あ
っせ
ん
して
くれ
た
。〔東

京
・5⽉

調
査
〕

デ
ー

タ:2020年
8⽉

〜
2021年

5⽉
パ

ネ
ル

調
査

地
域
の
暮
らしや

公
共
の
場
（
役
所
、学

校
、保

育
園
な
ど）
に
お
い
て
、周

りの
⼈
た
ち
か
らの

嬉
しか
った
⾏

動
や
、励
まされ

た
⾔

葉
が
あ
れ

ば
、教
え
て
くだ
さい
。

Q

⾃
治
体
の
窓
⼝
に
出

向
き、申

請
や
相
談
をした

経
験
か
ら、⾏

政
へ
の
信
頼
が
⾼
まり、⼒

をも
らう当

事
者
も
い
ま
す
。

2020年
8⽉
調
査
か
ら2021年

5⽉
調
査
まで
の
⾃
由
記
述
か
ら、その

よ
うな
声
を

紹
介
しま
す
。
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３
．
提
⾔

（
１
）
⾃
治
体
へ
の
改
善
要
望
－
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
運
⽤
に
つ
い
て
（
1/2）

ü
⾃
治
体
窓
⼝
へ
の
持
参
は
当
事
者
に
とって

負
担
が
⼤
きく、郵

送
提
出
も

可
として

ほ
しい
。

ü
郵
送
提
出
を不

可
として

⾃
治
体
窓
⼝
へ
の
持
参
を求
め
る
場
合
は
、窓
⼝
対
応
の
改
善
に
つ
い
て

真
剣
に
取
り組
ん
で
ほ
しい
。

ü
現
況
届
の
申
請
書
類
は
、誰
で
も
わ
か
りや
す
く記
述
しや
す
い
簡

素
な
も
の
に
して
ほ
しい
。

ü
申
請
書
類
以
外
に
、提
出
を求
め
る
書
類
は
、⾃
治
体
に
よ
って
異
な
る
。な
ぜ
そ
れ
らの
書
類
が
必
要
な
の
か
、そ
れ
らを集

め
る
当
事
者
の

負
担
や
、

窓
⼝
に
提
⽰
す
る
当
事
者
の
気
持

ち
を考
え
て
ほ
しい
。

ü
⺠
⽣
委
員
に
よ
る
確
認
書
や
証
明
は
求
め
な
い
で
ほ
しい
。地
域
で

誇
りをも

って
暮
らして

い
る
ひ
とり親

を
苦
しめ
る
。

ü
養
育
費
の
申
告
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、わ
か
らず
に

抵
抗
を感
じる
ひ
とり親

は
少
な
くな
い
。国
が
定
め
た
制
度
で
あ
って
も
、そ
の
運
⽤
しだ
い
で

抵
抗

感
や
不
快
感
は
変
わ
りうる

の
で
あ
り、⾃

治
体
の
書
類
や
運
⽤
を⾒

直
して
ほ
しい
。元
夫
の
名
前
を
書
か
せ
る
ことは

、ひ
とり親

を
苦
しめ
る
。

①
郵
送
提
出
の
承
認

②
提
出
書
類
の
⾒
直
し

③
受
付
窓
⼝
の
場
所
や
配
置
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

④
窓
⼝
に
⽴
つ
⼈
（
⾏
政
職
員
）
の
研
修

ü
郵
送
提
出
を
不

可
として

⾃
治
体
窓
⼝
へ
の
持
参
を求
め
る
場
合
は
、当

然
、夜

間
や

休
⽇
で
も
受
け
付
け
て
ほ
しい
。

ü
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
は
、⾃
分
が
ひ
とり親

で
あ
る
ことや

⾃
分
の
仕
事
や
家

族
の
状
況
を申
告
す
る
場
所
で
あ
り、周

囲
に
聞
か
れ

た
くな
い
情
報
や
知
られ
た
くな
い
プライベ

ー
トな
情
報
も

⾶
び
交
う場
所
で
あ
る
。受
付
窓
⼝
の

並
び
や

配
置
、相
談

ブー
ス
や

待
合
ス

ペ
ー
ス
の

配
慮
な
ど、当

事
者
が
安
⼼
して
申
請
や
相
談
が
で
きる
場
所

づ
くりをして

ほ
しい
。

ü
現
況
届
を受
け
付
け
る
の
は
、⾃
治
体
で
ひ
とり親

相
談
を担
当
して
い
る
⺟
⼦
・⽗
⼦
⾃
⽴
⽀
援
員
だ
け
で
は
な
い
。

ü
⺟
⼦
・⽗
⼦
⾃
⽴
⽀
援
員
に
対
す
る
研

修
だ
け
で
な
く、す

べ
て
の
⾏
政
職
員
に
対
して
、窓
⼝
対
応
の
研

修
を
して
ほ
しい
。

ス
ライド5・6

ス
ライド7・8

ス
ライド12・13・14・15

ス
ライド12・13・14・15
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３
．
提
⾔

（
１
）
⾃
治
体
へ
の
改
善
要
望
－
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
運
⽤
に
つ
い
て
（
2/2）

ü
な
ぜ
この
よ
うな
質
問
をされ

る
の
か
わ
か
らな
い
、質
問
の
意

図
が
理
解
で
き
な
い
、とい

う声
が
あ
った
。理
由
も
わ
か
らず
に
役
所
か
ら異
性
との
交

際
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
ら、「交

際
して
は
い
け
な
い
の
か
」と不

安
に
思
い
、不
快
に
感
じる
の
も
当

然
で
は
な
い
だ
ろ
うか
。質
問
を
す
る
場
合
は
、少

な
くとも
、「あ
な
た
が

誰
か
と内
縁
関
係
に
あ
った
り事
実
婚
状
態
に
あ
る
場
合
は
、児
童
扶
養
⼿
当
が
受
け
られ
な
くな
る
の
で
、や
む
をえ
ず
お
聞
き

す
る
の
で
す
が
・・・」な

ど、質
問
す
る
根
拠
を当
事
者
に
わ
か
る
よ
うに

配
慮
を
も
って

伝
え
て
ほ
しい
。

ü
児
童
扶
養
⼿
当
は
全
国
⼀
律
の
制
度
で
あ
り、事

実
婚
ケ
ー
ス
を⼿
当
の
対
象
外
とす
る
扱
い
も
全
国
同
じだ
が
、す

べ
て
の
⾃
治
体
が
、現
況
届

の
際
に
、異
性
との
交
際
に
関
す
る
質
問
を
して
い
る
わ
け
で
は
な
い
。本
調
査
の
回

答
者
で
この
ような

質
問
を
受
け
た
の
は

半
数

未
満
で
あ
り（
ス

ライド10）
、この

よ
うな
質
問
を
す
る
⾃
治
体
は

数
として

は
少
な
い
と思
わ
れ
る
。⾃
治
体
に
よる
運
⽤
の
違
い
は
、⼥
性
の
⼈

権
を
侵
害
す
る

恐
れ
が
あ
る
、児
童
扶
養
⼿
当
の
本
来
の

主
旨
か
ら外
れ
る

恐
れ
が
あ
る
、とい

った
⾃
治
体
として

の
制
度
理
解
や
⼈

権
意
識
の
違
い
な
の
だ
ろ
うか
。

異
性
との
交
際
に
つ
い
て
質
問
をして

い
る
少

数
の
⾃
治
体
は
、あ
らた
め
て
当

該
⾃
治
体
の
運
⽤
を⾒

直
して
ほ
しい
。

⑤
異
性
との
交
際
に
関
す
る
説
明

⑥
ひ
とり親

の
⼦
育
て
に
必
要
な
情
報
提
供
、社
会
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
へ
の
サ
ポ
ー
ト

ü
現
況
届
の
郵
送
提
出
を不

可
とし、⾃

治
体
窓
⼝
へ
の
持
参
を求
め
る
⾃
治
体
は
、その

際
に
当
事
者
との
⾯
談
が
で
き
る
ことを利

点
と考
え
、相

談
を受
け
た
り情
報
を提
供
した
りす
る
な
どの

⼯
夫
をして

い
る
か
も
しれ
な
い
。だ
が
本
調
査
の
回

答
者
で
は
、役
所
の
児
童
扶
養
⼿
当
の
窓
⼝
に

つ
い
て
、「困

った
ときは

相
談
で
きる
」「悩
み
を
相
談
した
ら助
け
て
くれ
る
」と思

って
い
る
割
合
は
3〜
4割
に
とどまり（

ス
ライド13）

、⾃
治
体
の

考
え
る
⾯
談
の

利
点
と窓
⼝
に
出

向
く当
事
者
の
意
識
に
は

ギ
ャップが

あ
る
。

ü
とは
い
え
、実
際
に
⾃
治
体
の
窓
⼝
に
出

向
くことは

、これ
まで
知
らな
か
った
さま

ざ
まな
情
報
を⼊
⼿
し、必

要
な
制
度

利
⽤
に
つ
な
が
る
き
っか
け

とも
な
る
。就
学
援
助
、上

下
⽔

道
の
基
本

料
⾦
の

減
免
、JR通

勤
定
期
の
割
引
、ひ
とり親

家
庭
医

療
費
助
成
制
度
、ファミリー

サ
ポ
ー
トセ
ン

ター
事

業
へ
の
登
録
、ひ
とり親

家
庭

⽇
常
⽣
活
⽀
援
事

業
（
ひ
とり親

家
庭

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー

ビス
）
へ
の
登
録
な
ど、その

⾃
治
体
で
ひ
とり親

が
使
え
る
社

会
資
源
を紹

介
し、実

際
に
ア
クセ
ス
で
き
る
よ
うサ
ポ
ー
トして

ほ
しい
。

ü
⾃
治
体
の
窓
⼝
に
出

向
き、申

請
や
相
談
をした

際
に
「良
か
った
」とい
う経
験
を
した
⼈
は
、⾏
政
へ
の
信
頼
を
⾼
め
て
い
る
（
ス
ライド16）

。担
当
者
の
⾔
葉
か
け
ひ
とつ
で
、利
⽤

可
能
な
給
付
⾦
や

サ
ー

ビス
に
つ
な
が
って
お
り、⾃

治
体
の
窓
⼝
は
、その

運
⽤
と対
応
しだ
い
で
、ひ
とり親

世
帯
の
暮
らしを

しっか
りと⽀

え
る
ことが

で
きる
。

ス
ライド10・11

ス
ライド
15・16
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３
．
提
⾔

（
２
）
国
へ
の
改
善
要
望
－
児
童
扶
養
⼿
当
の
制
度
に
つ
い
て
（
1/2）

①
1980年

の
事
実
婚
の
通
知
の
⾒
直
し︓
窓
⼝
ハ
ラ
ス
メ
ン
トの
温
床

ü
児
童
扶
養
⼿
当
法
上
の
「事
実
婚
」は
、今
か
ら41年

前
、1980年

に
出
され
た
通
知
（
昭
和
55年

6⽉
23⽇

児
企
第
26号

）
に
よって

運
⽤
され
て
い
る
。

内
容
は
、①
当
事
者

間
に
社

会
通
念
上
夫
婦
として

の
共
同
⽣
活
と認
め
られ
る
事
実
関
係
が
存
在
して
お
れ
ば
、そ
れ
以
外
の
要

素
（
近
親
婚
や

重
婚
等
）

を⼀
切

考
慮
す
る
ことな

く事
実
婚
として

扱
う、②

原
則
として

同
居
を要
件
とす
る
が
、ひ
ん

ぱ
ん
に
定
期
的
な
訪
問
が
あ
り、か

つ
、定
期
的
に
⽣
計
費
の
補
助

を受
け
て
い
る
場
合
は
、同
居
して
い
な
くて
も
事
実
婚
として

扱
う、とす

る
も
の
で
あ
る
。

ü
しか
し、この

事
実
婚
の
定
義
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。ひ
ん

ぱ
ん
な
定
期
的
な
訪
問
とは
⽉
何
回
な
の
か
、定
期
的
な
⽣
計
費
の
補
助
は
い
くらな

の
か
、基
準
は
⽰
さ

れ
て
い
な
い
。

ü
この
結
果
、⾃
治
体
が
独
⾃
の
判
断
で
、調
書
を
とった

り、⺠
⽣
委
員
に
よる
証
明
を
求
め
た
り、異

性
との
交
際
を質
問
す
る
運
⽤
が
野
放
しとな

って
お
り、「交

際
して
い
る
男
性
が
い
る
か
」「妊
娠
して
い
る
か
」とい
った
窓
⼝
ハ
ラス

メントが
発
⽣
して
い
る
。

ü
2015年

⼦
ども
の
貧
困
対
策

会
議
「す
くす
くサ
ポ
ー
ト・プロジ

ェクト」で
は
、窓
⼝
の
ワン
ス
トップ化

として
、⽀
援
を必
要
とす
る
ひ
とり親

が
⾏
政
の
窓
⼝
に
確

実
に
つ
な
が
る
よ
うに

進
め
る
とされ

、厚
⽣

労
働
省
は
その
趣

旨
を受
け
て
現
況
届
な
どの
各
種
届
出
の
窓
⼝
対
応
で
は
プ
ライバ

シ
ー
な
どへ
の
特
段
の

配
慮
を

⾃
治
体
に
求
め
て
い
る
が
（
平
成
30年

8⽉
31⽇

事
務
連

絡
）
、⾃
治
体
の
窓
⼝
対
応
の
根
拠
で
あ
る
国
の
1980年

事
実
婚
通
知
が
変
わ
らな
い
た
め
、絵

空
事
とな
って
い
る
。

ü
窓
⼝
ハ
ラス

メントの
温
床
で
あ
る
40年

以
上
前
の
事
実
婚
の
通
知
の
⾒

直
しが
必
要
で
あ
る
。

③
養
育
費
の
8割
の
所
得
算
⼊
に
つ
い
て

ü
監
護
して
い
な
い
⼀
⽅
の
親
か
らの
養
育
費
は
、⼦
ども
の
養
育
に
⽀

払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。養
育
費
を
受
け
取
りを国

の
⼿
当
の

減
額
対
象
に
す

べ
き
で
は
な
い
。

ü
この
取
り扱
い
が
ス
ター
トした

2002年
の
制
度
改
正
以
降
、養
育
費
を受
け
取
る

側
の
インセ

ン
テ

ィブも
、⽀

払
う側
の
インセ

ン
テ

ィブも
破
壊
した
。

ü
養
育
費
を受
け
取
って
い
る
ひ
とり親

は
少

数
に
も
か
か
わ
らず
、毎
年
、現
況
届
の
際
に
受
け
取
った
養
育
費
の
⾦
額
の
申
告
が
求
め
られ
、「養

育
費
の
受
け
取
り

を証
明
す
る
書
類
」（
ス
ライド7）

を提
出
させ
られ
る
な
ど、ひ

とり親
の

負
担
は
⼤
きい
。

ス
ライド10・11

ス
ライド9

②
郵
送
提
出
の
承
認
、⺠
⽣
委
員
に
よ
る
実
態
調
査
・現
地
調
査
の
廃
⽌

ü
必
ず
しも
対
⾯
に
よる
⼿
続
き
を前
提
とせ
ず
郵
送
も

可
とす
る
とい
う、コロナ

禍
の
「柔
軟
な
対
応
」を
継
続
して
ほ
しい
。郵
送
で
提
出
を
した
当
事
者
か
らは
、今

後
も
継
続
して
ほ
しい
とい
う要
望
が

強
い
。各
⾃
治
体
も
、郵
送
提
出
の
課
題
や
改
善

点
を検
討
して
お
り、コロナ

禍
で
の
郵
送
提
出
の
経
験
は
、これ

か
らに
活

か
す
ことが

で
き
る
。

ü
当
事
者
に
とって

現
況
届
の
⼿
続
きが

重
要
な
の
は
、何
より、11⽉

以
降
の
⼿
当
の
継
続
受
給
に
か
か
わ
る
た
め
で
あ
る
。現
況
届
時
に
ワン
ス
トップ

型
で
寄
り添

い
⽀
援
を⾏
う（
た
め
に
対
⾯
⼿
続
きが
必
要
）
とい
う⾏
政
の
⽬
的
は
、当
事
者
は
必
ず
しも
求
め
て
お
らず
、別
の
時
期
や
別
の
機

会
で
も

可
能
で
あ
る
。

ü
⾏
政
に
対
す
る
相
談
は
、⾏
政
へ
の
信
頼
か
ら始
まる
。地
域
の
⺠
⽣
委
員
に
よる
監
視
は
、ひ
とり親

の
地
域
社

会
で
の
孤
⽴
を深
め
、⾏
政
へ
の
不
信
を招
き、

相
談
⽀
援
の
充
実
に
は
つ
な
が
らな
い
。

ス
ライド6・12
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３
．
提
⾔

（
２
）
国
へ
の
改
善
要
望
－
児
童
扶
養
⼿
当
の
制
度
に
つ
い
て
（
2/2）

④
審
査
対
象
所
得
に
つ
い
て

ü
児
童
扶
養
⼿
当
の
⽀
給
決
定
に
あ
た
って
審
査
対
象
とな
る
所
得
は
「前
年
所
得
」で
あ
る
。

ü
減
収
や
失

業
な
どに
よ
って
「現
在
」の
家
計
が
急
変
して
い
る
場
合
で
も
、児
童
扶
養
⼿
当
は
⽀
給
され
ず
、貸
付
⾦
や
⽣
活
保
護
しか
な
い
。

ü
⼦
育
て
世
帯
の
「現
在
」の
暮
らしを

み
て
⼿
当
が
⽀
給
認
定
が

可
能
な
仕

組
み
を導
⼊
して
ほ
しい
。

ü
所
得

限
度
額
に
か
か
わ
る
扶
養
親

族
数
の
認
定
も
12⽉

31⽇
現
在
で
判
断
され
て
お
り、8⽉

の
現
況
届
時

点
の
実
際
の
扶
養
親

族
数
とギ

ャップが
あ
る
。

➄
5年
後
減
額
規
定
（
⼀
部
⽀
給
停
⽌
適
⽤
除
外
⼿
続
き
）
の
廃
⽌

ü
2002年

の
制
度
改
正
に
より、⼿

当
の
受
給
開
始
5年
また
は
⽀
給
事
由
発
⽣
か
ら7年

経
過
した
場
合
に
⼿
当
を⼀
部
停
⽌
す
る
規
定
が
導
⼊
され
た
。た
だ
し、

「働
い
て
い
る
」「求
職
活
動
をして

い
る
」「障
害
が
あ
る
」「病
気
の
た
め

働
くことが

で
きな
い
」な
どの
場
合
は
⼀
部
停
⽌
の

適
⽤
除
外
とされ

、⼿
当
の
受
給
開
始
5

年
経

過
者
が
⼿
当
を⼀
部
停
⽌
され
な
い
た
め
に
は
、現
況
届
の
際
に
、「⼀

部
⽀
給
停
⽌

適
⽤
除
外
事
由
届
」と「その

事
由
を証
明
す
る
関
係
書
類
」を提

出
し

な
け
れ
ば
な
らな
い
。

ü
⼿
当
受
給
者
に
とって

も
⾃
治
体
窓
⼝
に
とって

も
、この

書
類
の
準
備
と審
査
の

労
⼒
は
⼤
きく、また

、多
くの
ひ
とり親

は
適
⽤
除
外
に

該
当
す
る
た
め
、実
際
に
⼀

部
停
⽌
され
る
⼈
は
ほ
とん
どい
な
い
。

ü
この
規
定
を
廃
⽌
して
、当
事
者
と⾃
治
体
の
双
⽅
の

負
担
を減
らして

ほ
しい
。

⾃
由
記
述
よ
り

l
今
の
収
⼊
を、考

え
て
欲
しい
。〔東

京
以
外
・9⽉

調
査
〕

l
現
状
で
は
⼼
中
す
る
か
の
瀬
⼾
際
(乗
り越
え
ました

が
)の
ときだ

った
の
に
、現
在
を
⾒
て
も
らえ
な
い
。〔東

京
・9⽉

調
査
〕

l
前
年
の
収
⼊
で
⾒
られ
る
の
で
、初
回
は
良
い
か
も
しれ
な
い
が
、途
中
全
額
停
⽌
後
、今
回
の
ように

コロナ
の
影
響
な
どで
失
業
した
場
合
、か
な
り⽣
活
が
苦
しい
。とい

うか
収
⼊
0円

で
途
⽅
に
くれ
て
い
る
。⽣
活
保
護
を勧
め
られ
る
が
、⽣
命
保
険
は
解
約
す
る
よう⾔

わ
れ
る
。⼀
時
的
に
保
護
が
必
要
な
場
合
で
も
、⽣
命
保
険
解
約
が
条
件
に
あ
り、で

も
持
病
の
た

め
、保
険
再
加
⼊
は
難
しく、⽣

活
保
護
か
ら抜
け
出
せ
な
い
仕
組
み
に
な
って
い
る
の
で
、⾃
⽴
出
来
る
よう改

善
して
欲
しい
。そ
の
た
め
に
も
、失
業
後
の
現
況
届
の
再
認
定
を現
状
に

合
わ
せ
た
形
で
⾒
直
しをお

願
い
した
い
。〔東

京
・9⽉

調
査
〕

⾃
由
記
述
よ
り

l
⺟
⼦
家
庭
に
な
って
か
ら5年

〜
7年
︖
の
年
数
が
た
つ
の
に
⾃
⽴
に
向
け
て
努
⼒
をして

い
な
い
場
合
は
扶
養
⼿
当
が
⼀
部
減
額
に
な
る
制
度
が
あ
りま
す
が
、就
職
活
動
を
きち
ん
とし

て
い
る
か
証
明
す
る
書
類
を⽤
意
しな
い
とす
ぐに
減
額
され
て
しまう事

が
⾟
い
。⾃
⽴
に
向
け
て
努
⼒
して
い
な
け
れ
ば
減
額
とい
うが
、⾃
治
体
に
よって

は
そこも

⾊
々
必
要
の
な
い
質

問
をして

プ
ライバ

シ
ー
を侵
害
され
た
とい
う話
も
知
⼈
か
ら聞
い
た
事
が
あ
ります

。⽣
活
保
護
を受
け
ず
に
仕
事
をして

就
労
収
⼊
で
⽣
活
をして

い
る
⺟
⼦
家
庭
は
雇
⽤
形
態
は

様
々
で
す
が
少
な
か
らず
仕
事
をして

きて
い
る
の
に
た
また
ま
退
職
をして

しまい
、す
ぐに
就
職
活
動
をきち

ん
として

い
な
け
れ
ば
⼀
部
減
額
に
な
る
の
は
か
な
り厳
しい
制
度
だ
と思
う。

む
しろ
⼦
供
が
⼤
き
くな
って
きた
頃
か
ら⽣
活
費
や
教
育
費
の
⽀
出
は
増
え
る
の
で
、退
職
理
由
に
も
よります

が
収
⼊
が
な
くな
って
さらに

児
童
扶
養
⼿
当
まで
減
額
され
て
しまうとす

ぐに
⽣
活
で
き
な
くな
る
と思
い
ます
。（
中
略
）
安
い
アパ
ー
トに
住
み
、⽣
活
費
を切
り詰
め
て
児
童
扶
養
⼿
当
が
あ
った
か
らな
ん
とか
今
まで
⽣
活
して
これ
ました

。⽣
活
保
護
を

受
け
ず
仕
事
をして

い
る
⺟
⼦
家
庭
に
対
して
は
も
う少
しだ
け
⼀
部
減
額
の
制
度
の
条
件
緩

和
をして

欲
しい
と思
い
ます
。毎
年

８
⽉
に
は

絶
対
に
退
職
して
い
な
い
ように

と胃
が

キ
リキ

リします
。〔東

京
・9⽉

調
査
〕
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